福井県青少年愛護審議会（全体会）議事録

１　開催日時

　　平成２３年４月２５日（月）午後３時３０分～午後５時

２　開催場所

　　県庁　地下１階　正庁
３　出席者

(1)　委員　１５人

戎利光会長、上田秀徽副会長、伊井彌州雄委員、小川忍委員、

大西義幸委員、海道洋子委員、齋藤正委員、清水祥三委員、

新道忠雄委員、中川和子委員、西永嘉和委員、長谷川功子委員、

春木麻紀子委員、山下善久委員、脇田淳子委員

（欠席　大塚潤三委員、木村愛子委員、小林真実委員、中島順子委員、

横山巌委員　）

(2)　幹事　３人

古谷清和幹事（代理）、丹生章二幹事、寺尾義裕幹事
(3)　事務局　４人

鈴木企画幹（県民安全）ほか課員３人

４　審議内容
(1)　審議会（部会）報告
ア　１２月審議会（部会）の報告
事務局から、１２月２４日開催の審議会における優良図書１０冊に係る諮問・推奨と１１月における有害興行７作品、有害図書等１０冊の緊急指定および１２月における有害興行８作品、有害図書等１１冊に係る諮問・指定についての報告がなされた。
イ　２月審議会（部会）の報告
事務局から、２月２３日開催の審議会における、優良図書１１冊に係る諮問・推奨と１月における有害興行５作品、有害図書等１２冊の緊急指定および２月における有害興行９作品、有害図書等１５冊に係る諮問・指定についての報告がなされた。
(2)　有害図書等の緊急指定に係る報告（福井県青少年愛護条例第４８条第２項）ア　有害興行の緊急指定に係る報告
事務局から、３月に有害興行として緊急指定した１作品について、指定経緯および指定理由についての報告がなされた。

イ　有害図書等の緊急指定に係る報告
事務局から、３月に有害図書等として緊急指定した１５冊について、指定経緯および指定理由についての報告がなされた。
ウ　ビデオ等の包括指定に係る報告

事務局から、３月に有害図書等として包括指定したビデオ等８３４作品について、指定経緯および指定理由について報告がなされた。

(3)　図書等の推奨、指定にかかる諮問（福井県青少年愛護条例第４８条第１項第２号、第３号、第４号）

ア　優良図書の推奨

知事から優良図書の推奨に関し諮問を受けた図書１０冊について、各委員に図書を回覧するとともに事前審査を行った委員による補足説明を行ったところ、８冊を推奨、２冊（日本らしい自然と多様性 身近な環境から考える、劣等生の東大合格体験記）を非推奨とすることが適当との意見を得た。

イ　有害興行の指定

知事から有害興行の指定に関して諮問を受けた映画６作品について、事務局から指定理由等を説明し、審議したところ、いずれも有害興行として指定することが適当との意見を得た。

ウ　有害図書等の指定に係る諮問
知事から有害図書等の指定に関して諮問を受けた図書１６冊について、事務局から指定理由等を説明し、図書を各委員に回覧したところ、いずれも有害図書等として指定することが適当との意見を得た。

５　その他
(1)　平成２２年度、優良図書等の推奨および有害興行等の指定状況について

平成２２年度の優良図書等の推奨および有害興行等の指定状況について報告がなされた。

(2)　福井県青少年愛護条例に基づく推奨、指定、措置命令要領について

福井県青少年愛護条例に基づく推奨、指定、措置命令要領に記載のある、　　優良図書等の推奨規準について、説明がなされた。 

(3)　優良興行の推薦について
優良興行（映画）２作品（ＨＥＳＯＭＯＲＩ―ヘソモリ―、ロック　わんこの島）について推薦があった旨を報告し、事前審査会について説明がなされた。
６　意見質疑等

(1)　意見
・　優良推奨の際、万人向けに有益でなければならないのか、一部の青少年のみに有益であればいいのか判断が難しい。
・　図書の内容が行政の施策とずれていたり、あるいは反対であったりしても内容がよければ推奨していいのかわからない。
・　推薦された図書を事前審査した際に、付する意見について推奨とするか否かの考え方の細かい方針や、その意見を審議会としてどのように運営するかなどを定めて欲しい。

・　有害図書が収納されている自動販売機の設置情報や、有害図書を販売する店舗における区分陳列等について、不適切な店舗情報など気づいたことがあれば、積極的に情報提供していただきたい。

・　推薦する県立図書館に対して、万人が推奨図書としても納得する様な図書を推薦するようにお伝え願いたい。

・　子どもが有害図書を所持・閲覧していた場合に親の立場からどのような対処を行うべきか話し合いの場を持ちたい。

(2)　応答
・　優良図書の推薦に対しては、委員の意見を県立図書館に伝える。
・　優良図書の推奨について、委員が判断しやすい様に推奨方針を策定し、次回審議会にて報告することとした。

